
「
金
融
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

開
催
（
金
融
広
報
中
央
委
員
会
）

▼
金
融
広
報
中
央
委
員
会
で
は
、
十
一
月
二
十

六
日
、江
東
区
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
、

「
金
融
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
今
年
度
の

「
金
融
教
育
元
年
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
、
学
校
教
育
関
係
者
、
保
護
者
、
児
童
・

生
徒
、
一
般
市
民
の
金
融
教
育
に
対
す
る
関

心
・
意
欲
・
実
践
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
家
族
連
れ
の
一
般

客
を
中
心
に
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
名
の
方
々
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
こ
れ
か
ら
の
子
ど

も
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と
」
と
題
し
、
与
謝
野

馨
金
融
担
当
大
臣
の
ほ
か
、
精
神
科
医
の
香
山

リ
カ
さ
ん
や
タ
レ
ン
ト
の
村
上
里
佳
子
さ
ん
等

の
方
々
を
お
迎
え
し
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
お
か
ね
に
つ
い
て
学
ぶ
子
ど
も
広

場
」
で
は
、
幼
稚
園
児
や
小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
カ
レ
ー
作
り
」
ゲ
ー
ム
や
「
ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
ゲ
ー
ム
」
が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
の
歓
声

で
会
場
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

小
冊
子
「
日
本
銀
行
の
広
報
活
動
と

金
融
教
育
分
野
で
の
取
り
組
み
」
を

発
刊

▼
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、「
日

本
銀
行
の
広
報
活
動
と
金
融
教
育
分
野
で
の
取

り
組
み
」と
題
す
る
小
冊
子
を
発
刊
し
ま
し
た
。

同
冊
子
は
、
日
本
銀
行
調
査
季
報
二
〇
〇
五
年

秋
（
十
月
）
号
に
掲
載
さ
れ
た
同
名
の
資
料
を

独
立
し
た
小
冊
子
形
式
に
し
た
も
の
で
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
に
日
本
銀
行
の
広
報
活
動
や
金

融
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る

方
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
（
連
絡
先
1
〇
三
―
三
二
七
七
―
二
四

〇
五
）。

企
画
展
「
黄
金
の
分
銅
―
天
下
人

の
遺
産
―
」
を
開
催
中

▼
貨
幣
博
物
館
で
は
、
標
題
の
企
画
展
を
開
催

中
で
す
。
当
館
所
蔵
の
四
種
類
の
小
分
銅
と
と

も
に
、
豊
臣
秀
吉
や
江
戸
幕
府
が
作
ら
せ
た
と

さ
れ
る
大
分
銅
に
関
す
る
史
料
な
ど
を
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。

開
催
期
間

平
成
十
八
年
三
月
十
二
日（
日
）ま
で

※
休
館
日
は
、
月
曜
日
、
祝
日
（
た
だ
し
、
土
・

日
と
重
な
る
場
合
は
開
館
）、
年
末
年
始
（
十
二

月
二
十
九
日
〜
一
月
四
日
）

開
館
時
間

九
時
三
〇
分
〜
一
六
時
三
〇
分

※
入
館
は
一
六
時
ま
で

場
　
　
所

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
一
―
三

―
一

お
問
合
わ
せ
先

1
〇
三
―
三
二
七
七
―
三
〇
三
七
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■どこかおかしい「普通の子」。増加す

る「ちょっと気になる赤ちゃん」。結果

を急ぎ成果を求める「待てない」大人が、

子供たちの世界にまで歪を生み出してい

る……。今回の特集は、「待つことの意

味」を自分に問い直す良い機会となりま

した。 （AU）

■金融教育は時代の要請なのだと感じま

す。もう、誰もが金融に無関心ではいら

れない時代です。金融広報中央委員会に

よる各種イベントへの皆さんの関心が、

さらに高まることを願います。 （NT）

特
別
展
「
北
海
道
開
拓
使
物
産
売
捌

所
設
計
図
―
建
築
家
コ
ン
ド
ル
と
弟

子
た
ち
―
」
を
開
催
中

▼
金
融
資
料
館
（
日
本
銀
行
旧
小
樽
支
店
）

で
は
、
標
題
の
特
別
展
を
開
催
中
で
す
。
ニ

コ
ラ
イ
堂
や
鹿
鳴
館
な
ど
の
設
計
で
知
ら
れ

る
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン

ド
ル
に
よ
る
「
北
海
道
開
拓
使
物
産
売
捌
所
」

の
設
計
図
を
複
製
に
よ
り
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。『

売
捌
所
』
は
開
拓
使
廃
庁
後
、
開
業
当
初

の
日
本
銀
行
本
店
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
期
間

平
成
十
八
年
一
月
二
十
二
日（
日
）ま
で

※
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
そ
の
翌
平
日
）、
年
末
年
始
（
十
二
月
三
十
一

日
〜
一
月
五
日
）

開
館
時
間

九
時
三
〇
分
〜
一
六
時
三
〇
分

※
入
館
は
一
六
時
ま
で

場
　
　
所

北
海
道
小
樽
市
色
内
一
―
十
一
―
十
六

お
問
合
わ
せ
先

1
〇
一
三
四
―
二
一
―
一
一
一
一
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